
区分 評価項目及び判断基準 係数 得点配分

企画内容 目的及び仕様に沿った企画になっているか。 ×１ 5

制作するコンテンツで見られる観光地等のクオリティ（画質）は高いか。 ×３ 15

外国人観光客をひきつけたり、満足度を高めるための工夫がなされているか。 ×４ 20

ＶＲについて、外国人でも使用しやすい仕組みになっているか。 ×４ 20

その他、本事業の成果を高めるための独自の提案・工夫が見られるか。 ×３ 15

実施スケジュール ・事業を実施するために妥当なスケジュールが設定されているか。 ×１ 5

業務遂行能力 ・業務を的確に遂行できる体制、技術、知見があるか。 ×２ 10

類似業務の実績 ・過去に類似業務において優れた実績を上げているか。 ×２ 10

得点：評価基準 例示（仕様書に要件が定められている場合）

５点：非常に優れている。 仕様書の要件以上の優れた内容となっている。

４点：優れている。 ↑

３点：標準的である。 仕様書の要件を満たした内容となっている。

２点：劣る。 ↓

１点：非常に劣る。 仕様書の要件を満たしていない。

評価項目ごとに各５点満点とし、それぞれ係数を乗じた点数を各項目の得点とする。

各項目の得点を合計した得点を当該審査委員の得点とし、各審査委員の得点の合計を当該企画書の得点とする。

なお、評価基準は次のとおりとし、原則として絶対評価により評価する。

外国人観光客のための仮想鳥取県ＶＲコンテンツ等制作業務委託 審査表


